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プログラム PCalcNormalDist.dpr は、上の標準正規分布における（１）式で与えられる

z の値に対する（累積）確率あるいは、（３）で与えられる p に対する pz の値を求めるもの

である。プログラムを起動すると図１のフォームが表示される。 

 
図１ 起動時のフォーム 

 

（１）式におけるｚの値に対する累積確率を求めるときは、「ｚ＝」の右側の Edit コンポ

ーネントにｚの値を設定する（図２）。 

 
図２ ｚの値の設定 

 

ｚの値の設定後、「z -> p」ボタンをクリックするとｚの値に対応する累積確率が「p =」の

ｚの値の

設定 
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右側の Edit コンポーネントに表示される（図３）。 

 

 
図３ ｐの値の表示 

 

図３では、 1z に対する値 

 


1
)1,0;()1(841344746.0 dxxNXP  

が表示されている。 

 

 ｐの値に対応する z の値を求めるときは、まずｐの値を設定する（図４）。 

 

 
図４ ｐの値の設定 

「z -> p」のクリック

で表示される 

ｐの値の

設定 
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ｐの値の設定後、「p -> z」ボタンをクリックすると（３）式においてｐの値に対応するｚ

の値が算出される（図５）。 

 

 
図５ ｚの値の表示 

 

図 5 では 
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が表示されいる。 

 

 プログラム PCalcNormalDist.dpr は、「p -> z」ボタンのクリックで「p =」の右側の Edit

コンポーネントに設定されている確率ｐの値に対応するｚの値が「z =」の右側の Edit コン

ポーネントに表示され、「z -> p」のボタンのクリックで「z =」の右側の Edit コンポーネン

トに設定されているｚの値に対応する確率ｐが「p =」の右側の Edit コンポーネントに表示

される。 

 

 

 

 

「p -> z」ボタンの 

クリックで表示される 


